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学 内 規 則
富山大学職員に対する給与の口座振込実施要領の制定
本学職員 に 対す る 給与の口座振込実施要領が次のとおり制定されました。
富山大学職員に対する給与の口座振込実施要領
（趣 旨 ）
1 .  富 山大学（経営知期大学部を含む。） 職員の給与の
口座振込については， 人事 院規 則 9 -7 （俸給等の
支給 ） 及び文部省職 員 に 対す る 給与の口座振込実施
要領 に 定め る もののほか， この要領の定め る ところ
に よ る 。
（口座振込等の申出 ）
2 .  給与の口座振込等の申出に ついては， 次のとおり
とす る 。
( 1) 給与の口座振込の申出は， 給与の口座振込申出
書（男IJ記様式 第 1 号 ） に よ る こと。
(2 )  給与の振込口座の変更又は口座振込の取りやめ
（以下これらを「口座振込の変更等」という。）の
申出は， 給与の口座振込変更等申出書（別記様式
第 2 号 ） に よ る こと。
(3) 前2号の申出は， 職員が所属す る 学部等の給与
事務担当係を経て， 経理部経理課に 提出す る こと。
（ 口座振込の変更等）
3. 口座振込の変更等はt·lf年 8 月 に 行うものとし， そ
の申し出は 7 月 1 日 から7月15日までとす る 。 ただ
2 -
し， 次 に 掲げ る 場合は， 当該月の1 5 日 まで に 申しIll
る ことができ る ものとし， 申Jれのあった月のて持1.月か
ら行うものとする。
(1) 職 員 が勤務地を異に して異動した場合
(2) 職員が住居を移転した場合
(3) その他特別の事情があ る 場合
（ 口座 に 振り込む給与の組 ）
4 .  職員の口座 に 振り込まれ る 給与の額は， 給与の支
給 日 に 支払われ る 給与の全額とす る 。
（ 口座の種類 ）
5. 職 員 の給与を振り込め る 口座は， 次 に Jめげ る 金融
機関 に 設けられてい る 当該職員 名義の普通預金口座
又は当座預金口座のう ち 一つの口座とす る 。
(1）株式 会社 北陸銀行
(2 ）株式 会社 富 山 相互銀行
附 則
この要領は， 昭和58年11 月 14 日から実施す る 。 た
だし給与の口座振込は， 昭和59年 3 月 1 5日 に 支給す
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人事院規制9一7 （俸給等の支給）第l条の3の規定に基つずき下記のとおり変更を申し出ます。
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人 事 異 動
異動区分 発令年月日 氏 名 異動前の所属官職 異 重力 内 寄 任命権者
f采 用 59 1. 1 松 原 勇 助手（理学部） 富山大学長
II 新 庄 忍 文部事務官（工学部） II 
59 1 4 横 越 保 子 事務補佐員（庶務部庶務課） II 
呉 任 59 . 1 万三 孝 文 助教授（教育学部） 教授（教育学部） 文部大臣
II 松 本 進 工学部会計係経理主任 体育局スポーツ課登山研修所庶務係長 II 
II 相i幸 吉 H青 助手（経済学部） 講師（経済学部） 高山大’！＇｛＇：長
転 任 II 東 敏 体育局スポーツ課登山研修所庶務係長 教育学部附属学校第一係長 II 
II 桜 井 雅 和 文自陣務官（富山工業高等専門学校会計課） 文部事務官（附属図書館） II 
II ;r'j 惜 英 二 II （工学部） II （金沢大学工学部） 金ii�大ザ：i：毛
配置換 II 7k 良 成 人文学部・理学部用度係用度主任 工学部会計係経理主任 山山大学長
II 武 出 知己郎 施設課企画係企画主任 人文学部・理学部用度係用j主主任 II 
II 清 水 良太郎 文部事務官（経理部経理謀） 文部 事務官（施設課） II 
II 高 森、 j的 II II 主計課） II （経理部税理課） II 
II 石 国 精 一 II （附属図書館） II II 主計謀） II 
fit 任 II 松 山鳥 道 夫 教授（経営短期大学部経営学科） 経営短期大学部主事（60.12.31まで） 文部大臣
丹f 1議 58 . 12.  10 永 森 徳 枝 事務補佐員（庶務部庶務課） 辞職を承認する ·1;;; LlJ｝（＇.γ：Iと
58. 12. 17 LlJ 本 順 子 臨時用務員（ II 人事課作業員） II II 
58 . 12. 28 柳 瀬 利英子 事務補佐員（工学部） II II 
58. 12. 31 安 守： 敦 雄 教育学部附属学校第一係長 II II 
II Jk 口 妙 子 文部事務官（経済学部） II II 
II 松 原 勇 技術補佐員（経理部主計課） II II 
退 職 58. 12.  16 石 野 敦 子 教諭（教育学部附属幼稚園） 昭よ和り5退8職年1し2月た 15日限り任期満了に II 
職務命令 59. 1. 1 高 井 正 ＝ 文部技官（経理部主計課） 経ー理業務部主主計任課を総命
務ず係る 計算機センタ II 
- 6 -
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j度自立の栂知 所 属 職 氏
人文学部 助教授 it{田
ifij.外研修旅行 II 講 師 神前
経大営7主・1JJ音�1 助教授 小倉
学 報
学 内 諸 報
海 外 渡 航 者
名 渡 航 先 国
英子 フランス
進一 シンカ、ポール， マレーシア， 香占





収ムー集 及び研究 者 との
息、 父換のため







58. 12. 21 
59. 1. 13 
58. 12. 15 
58. 12. 22 
58. 10. 2 
59. 2. 28 


































主催に よ る 昭和58年度学内麻雀大 会が， 去 る 12 Ji 3 日




優勝 l�l林 邦夫（教養部） 十 1 31.8




干LI実（人文 ・理学部） +78.5 
勤（経済学部） 十 1. 6 
優勝 教育学部チーム
（中川 ・永森・！”！前 ・ 桜井）
次勝 経済学部Aチーム
（竹！｜ ・ 岡山 ・il.1·川 . ;· l：藤）
3位 人文学部・理学部Bチーム
（奥村 ・ 堀 ・柴Ill ·守十本）
寄 稿
くネパールで、見たこと感じたこと〉
私のネノfールに 関する 知品と均！解は， それまでたい
へんに 沈滞なものだった。 いわし 小さな未聞のltl,
貧しい人々の生活， ヒマラヤ， そして壮大な自然、等々。
しかし尖｜漂に 現地を訪れた時， それまでr�分がネノfー
ルについて余リに知らなさすぎた， という よ り無関心
でありすぎたことに深〈耳心入った次 第だった。 私カ、ネ
ノfールにおけ る 薬物資源の学術調査隊の一員として，
初めて同国に入ったのは昨年 7 月 21 日 だった。 以米，
アンナプルナ連山を一周す る 40 日 間の調査トレ yキン
クを終えてネノfールを発つまで ち ょうど2カ月間滞イl
したが， それはいろいろと考えさせられ る ことの多い
旅だった。
ネパールは小さな国にもかかわらず多民族国家であ





一口にネノfール人と言っても， 容貌や肌色はも ち ろん，
言語や風習の異な る 実 に 多様な人々を含んでい る 。 ま






教養部教授 小 山 党




似た状15l に あ る よ うにも思わ れた。 首都カトマンズは
ネパ ル故大の， そしてもっとも近代化の進んだiiiで
あ る 。 主要道路は舗装されJj.（がひしめき合い， しょっ
しゃな商店が並びまた観光客！日の近代的ホテルもそこ
ここに 建ってい る 。 大きな病院も紋j!J:はいくつか建設
された。 現イl：まだテレビこそ肱映されていないが， i正
気も一般に 普及してい る 。
ところがカトマンズを一歩出外れるとそこはもう）（
変に 遅れた世界であ る 。 電気はなく， 交通はき わめて




率は低く （ 全国平均約30% ） ， したがって文 盲率は80
%を越す高さという。 農業が主産業で， 山 麓から急な
斜面はみごとに耕作され見上げ る 山 頂まで段々畑が続
色斜面の中腹にはキ＇Jl末な作りの農家ヵ、集落をなして





























































































































のj吊出jもl以！立にJ主L, 1 rJlO けに引きjてげざるを引？な
くなうた乙
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なお， この捜索活動では， 遭難者 6 名のうち5名の
遺体を収容したわけで， I体だけがあとに残された。






め， 少し小規模の編成であった。 さいわいに， 残りの
一体は， やはり赤谷の山頂で発見された。 その結果，

























砂筆者： 昭和 2 年4月
昭和43 年 3 月
昭和43 年 6 月
スキャンプまでの標高差300 メートル， 地形のけわし












たい。 そのために， 桝も飲まぬ。 お札もいただかない
のだ」と。 なんということであろう。









出家隊の；H 発はl月 1 4 日 。 林教J受を隊長とし，
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E力 手 山 上 嘉 江 （ 旧姓 藤 川 ） E力 手 山 上 嘉江
〈新 任 者〉
庶 務 部
事務補 佐 員 横 越 保子
（庶務課庶務係）
工 学 部
文部事務 官 絹 石 達也
工 学 部
文部事務 官 新庄 忍
（ 会計係 ） 教 養 部
教 授 稲垣 保彦
附属図書館
文部事務 官 桜井 雅和
（ 総務 係 ）
事務補 佐 員 山 ノ 下 久 美子
主 要 行 事
第 2 回 教務委員 会
本 第25回学寮補導 委 員 会
1 2 月 l 日 給与法改正 説 明 会 （ 於， 文部 省 ） 9 ～ 10 日 北陸地区大学課外活動 担 当 者研修会
2 日 R 連盟卓球大会 （ 1／�＇ ＇ 不二越体育館 ） （ 於 ， 声 原研修 会館 ）
3 日 学 内 麻 雀 大 会 （ 於， 富 山 大学職 員 会館 ） 1 0 日 第 4 回 入学者選抜方法研究委員 会 専 門 委 員
5 日 第 1 1 回 学 則 改正 検討小委 員 会 正:z:;:〉、
6 日 第 5 団 事務協議会 1 2 日 学務 関係事務 打 ち 合 わ せ 会
8 日 北陸地区国立大学 人事1f i 当課長会議 1 3 日 共 通 第 1 次 学 力 試験 の 成績請 求 l立 び提供に
（ 於， 金 沢大学 ） 関する地区別情報処理事務連絡会
第 7 回 補 導 th!.川議 会 （ 於， 京 都大学 ）
9 H 会 計 係 長 会議 昭和58年 度 第 2 岡 高 山 大学 共 通 第 l 次 学 力
1 2 -
昭和59年 1 月 1 日発行 ザ品同ー
試験実施委員 会
1 5 日 第 12 国 学 WIJ 改正検討小委 員 会
昭和58年度 災害補 償制度説明 会
（ 於， 名 古 屋 合 同 庁 舎 ）
1 6 白 第 9 回評議 会
20 日 第 8 回 補導協議会
第 5 回 入学者選抜方 法研究委員 会専 門 委 員
ムヱエ
23 日 第26 回学寮補導委 員 会
26 日 第 l 回 公 開 講座委 員 会
28 日 御 用 納 め
人 文 学 部
1 2 月 3 日 学部補導委 員 会
7 日 学部教務委 員 会
14 日 学部 図 書委員 会
教授 会
人 事教授 会
2 1  (:j コ ー ス 代 表 者 会議
22 日 真弓t 会役 員 会
23 日 学 部 図 書：委 以 会
J受業終 了
1 2 } ] 2 日 教育実問運営協議会
3 日 附属養護学校新 入学 児童 ・ 生徒合格 発 表
8 - 9 [:J l1 4':教育 大 学 協 会北陸地 区 第 二部会教育実
践研究指導部 門 研 究 協議会
( }j七 九i井大学）
9 日 昭和60年度 入 試 恭 本 構想委 員 会
1 0 ～ 1 1 日 附属養護学校学 習 発表会
1 2 日 附属幼稚 園 新 入 園 児合格 発 表
1 4 日 学部図 書委員 会
1 6 日 昭和60年 度 入試基本構想 委 員 会
1 7 日 附属幼稚園 第 2 学期終業式
1 9 日 昭和60年度 入試基本構想委 員 会
2 1 日 学部教務 委 員 会
教授会
授業終了
22 日 附属小学 校 第 2 学期終業式
報 第242号
附属 中 学校 第 2 学期終業式
23 日 学部将 来計画委 員 会
人事教授会




1 2 月 7 日 学部将 来構想検討委 員 会
8 日 財務委 員 会
10 日 論集委員 会
1 3 日 学部施設整備 委 員 会




1 2 月 1 4 日 教授 会
研究科委 員 会
人事教授会
22 日 真率会役員 会
24 日 授業終 了
工 学 部
1 2 月 1 日 工学部 構 内 交通対策委員 会
学科主任会議
2 日 北｜塗fo越工業教育協 会 出 山 県 支 部幹事会
5 日 事務連絡会
1 2 日 工場運営委 員 会
学部補 導委員 会




2 1 日 工学部移転実施計画委員 会
共 通 第 1 次 学 力 試験監督 者 説 明 会
25 日 冬季休業 （ 1 月 8 日 ま で ）
qu 
昭和59年 1 Ji 1 日 発行
学
教 養 部
1 2 月 7 日 予 算 委 員 会
人事教授会
教 授 会
14 日 補導委員 会
講 演 会 演題 「 メ ス パ ワ ァ ー効果に よ る 物
質 の 内 部構造の 解析」
講 師 中 村陽 二
（ 京都 大学工学部教授 ）
2 1 日 人事教授会
教授会
附 属 図 書 館
1 2 月 8 ～ 北信越地区国 立大学事務 部課長会議
9 日 （於， 富 山 医科薬科大学 ）
報 第242号
1 2 日 係 長事務打 ち 合 わせ
23 日 係長事務 打 ち 合 わせ
24 日 附 属 図 書館商議 会
ト リチ ウ ム科学センター
12 月 14 日 教育訓練
1 2 月 1 日 第 14 回 教技 会
1 5 日 第 1 5 回 教 授 会
第 6 回 財 務委 員 会
第 l 回 夜 間 主 コ ー ス 検討委員 会
24 日 授業終了
26 日 第 2 回 夜 間 主 コ ー ス 検討委員 会
編 集 富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課
富 山 市 五 福 3 1 9 0 
印刷所 あ け ぼ の 企 画
富 山 市 曙 町 8 - 4 
電 話 悶 3 3 5 6 附」
- 14  
